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タンガニイカ湖は歴史が古く（800-12,000万年)、そこに生息するカワスズメ

科魚類（以下シクリッド）は約２６０種に分化し、その多くが固有種である。

この分化過程には適応放散があったと考えられており、この過程で、,性に関わ

る遺伝子群は正の淘汰を受けて速い速度で進化したと予想される。この一例と

して産卵行動、繁殖戦術そして配偶システムなどが多様化した（口内保育や基

質産卵等)。では、配偶子に関わる遺伝子はどうなのであろうか？産卵行動など

の進化に平行して配偶子（卵および精子）に関係した遺伝子も速い速度で進化

した可能性は高く、なかでも、簡単な運動装置である精子鞭毛では、鞭毛構成

要素をコードする遺伝子の変異が、運動の変異に繋がりやすい。実際、シクリ

ッドでは精子の遊泳速度および時間は多様であった。本研究では配偶子の進化

を産卵行動と精子の運動に精子関わる遺伝子に着目して解析を試みた。

口内保育魚でも産卵行動は多様’性に富んでいる。ｃｙａｒ/top/tαぴ“血沈舵rは、
オスが砂で巣を作りメスが巣をおとずれ巣内で産卵した。産卵中に巣にオスは

入らなかったため、メスが巣に入る直前に放精していると予想された。それに

対して、同じ口内保育魚でもＰａｍｃｈｍｍＭＪｓｃｉ"､Jは、メスがオスの生殖口に
口を付け精子を飲み、その後卵を口にくわえることを繰り返した。このような

行動からｃ九'"c舵rでは精子はメスが産卵中に巣内で動き続けている必要があ
ること、精子が巣内に拡散することが必要であると考えられ、それに対して、

Ｐ./tJscjo/mLlsでは、精子はメスの口内に留まるようにボール上にする必要'性があ
ること、精子が長く運動する必要はないと考えられた。これらを検討するため

に、精子の運動'性（運動時間、運動速度）と精子をポール上にするうえで重要

な役割を果たす精しよう糖タンパク質(seminalplasmaglycoproteinl20:以下
SPPl20)のクローニングとその遺伝子発現の解析を行った。

Ｃ血,wc雄rの精子は長時間（約１０ｍin）動いた。それに対して、Ｐ./tJScjo/ａｍｓ

の精子はＣﾉｶ,,wc舵｢に比べて遊泳時間が短い（約６ｍin）ことがわかった.以上
のことから、精子の運動性は産卵の仕方に適応していることが示唆された。Ｐ．

/hscjo〃ｌｌＪのSPPlZO遺伝子は精子の接着に関わるZonapellucidaeを保持してい

たが、Ｃｊ冗娩rではこのドメインを欠失していた。さらに、Ｐ./hscjo/αｒＬｌｓでは

SPPl20遺伝子が多量に発現していたのに対し､Ｃ/i(',c舵｢では殆ど発現していな
かった。以上のことから口内保育魚でも産卵時に精子を飲むシクリッドでは

SPPl20の発現が、精子の固まりを作る上で重要な役害'１を果たしている可能性が

示唆された。これは、産卵行動の進化に平行して、配偶子に関わる遺伝子が速

い速度で進化した典型的な例であると思われた。


